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はじめに
　 ク ロ ス ト リ ジ オ イ デ ス・ デ ィ フ ィ シ ル

（Clostridioides difficile）は，偏性嫌気性のグラム陽
性桿菌（図１）である．ヒトや動物の腸管内や土壌，
環境中など広く自然界に生息しており，芽胞を形成
することにより環境表面でも数カ月にわたり生存す
ることができる．1935年に新生児の糞便からはじめ
て分離され，1970年代後半に抗菌薬関連腸炎の原因
菌として報告されて以降，抗菌薬関連腸炎の代表的
な微生物として知られている．

Clstoridium属からClostridioides
属へ

　これまで嫌気性菌の中で，近縁種でないにもかか
わらず属名にClostridiumがつく細菌が混在してい
た．ヒトに病原性をもたらすClostridium botulinum

や Clostridium perfringens，Clostridium tetani は
Clostridial cluster Iに 分 類 さ れ る が，Clostridium 

difficileはClostridial cluster IVに分類される．これ
までClostridium difficileと呼ばれていたが，表現型，
化 学 分 類 学， 系 統 発 生 学 に 基 づ く と
Peptostreptococcaceae科 に 分 類 さ れ１）， 当 初 は

Peptoclostridium difficileという呼び名が提案されて
いたが，これまで臨床の現場などで用いられている
Clostridium difficile 感染症（clostridium difficile infection 

: CDI）やC. difficileなどの呼称がすでに定着し広まっ
て い る こ と を 考 慮 し て， 新 し い 属 と し て
Clostridioides 属が提案され，Clostridioides difficileと
なった２）．

疫学
１）世界の状況
　2000年 は じ め に カ ナ ダ の ケ ベ ッ ク 州 で
Clostridioides difficile 感染症（CDI）の発症率や重
症CDIの増加が報告されるようになり，1991年から
2003年 に か け て 発 症 率 が 約 ４ 倍（35.6人 か ら
156.3/10万人・人口）に増加し，30日以内のCDI関
連の死亡率が約３倍に増加した３）．この増加に関与
したのがBI/NAP１/027株である．この株は，トキ
シンAとやトキシンBの抑制遺伝子であるtcdCが欠
損しているためこれらのトキシンが過剰産生してい
ること，フルオロキノロン耐性であること，バイナ
リートキシンとよばれる毒素をもつことが特徴であ
る．このBI/NAP１/027に関しては２系統に分かれ
て拡散していることがわかっており，１つの系統は
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